
箏とフルート、和楽器と西洋楽器が出会うデュオ・コンサートを開催し

ます。 筝曲界の新星、箏アーティストのLEO。当館に3年ぶりの登場と

なるウィーン・フィルハーモニー管弦楽団首席フルート奏者ワルター・

アウアー。 ジャンルを超えて共演する２人の言葉をお届けします。

LEO×ワルター・アウアー

Ⓒ 日本コロムビア

LEO×WALTER AUER

　日本の伝統音楽だけでなく、クラシック、現代音楽、ジャズ、オリ

ジナル曲などジャンルレスに活躍し、今注目を集める気鋭の箏

アーティストLEO。世界最高峰のオーケストラ、ウィーン・フィル

ハーモニー管弦楽団の首席フルート奏者ワルター・アウアー。２人

のトップ・アーティストが洋の東西を超えて共演するデュオ・コン

サートを開催します。

　2人の共演は２年ぶり2度め。初共演のときのお互いの印象をお

うかがいすると「アウアーさんのフルートの音色の美しさに感動を

覚えました」と語るのはLEOさん。「あまりに美しい音色とのアン

サンブルは、これまで演奏したことのある作品であっても新鮮さ

がありました。そしてアウアーさんは、アンサンブルの能力がずば

抜けて高い方だったのが印象的です。あのとき、リハーサルの回

数がさほど多いわけではなかったのですが、密度の高い音楽が

作れたと記憶しています。バッハやヘンデル等のバロック作品を

共演したのですが、即興的要素を入れたりもして、純粋に楽しく

演奏をさせていただいたのを覚えています」。

　一方のアウアーさんは「LEOさんとの初めてのリハーサルで、な

んと素晴らしい箏の音色とアンサンブル能力を持っている方なの

だろうと感動したのを覚えています。LEOさんの呼吸を感じなが

ら演奏することはとても心地よかったです。そしてLEOさんの箏

のソロの作品もとても印象的でした」。

　お互いの演奏に感銘を受け、そして自然に演奏できたという２

人ですが、西洋のフルートと日本の箏では、楽器の歴史や音楽の

システムなど、楽器の世界観がまったく異なります。そんな楽器同

士で共演するには特別な“意識”が必要なのでしょうか。

　「普段から西洋楽器の奏者とご一緒にすることが多いのです

が、“箏らしさ”であったり、自身の中

にある“邦”の世界観の中で守るべき

部分は大切にしていきたいと思って

います。譲らなすぎても良くないです

し、譲りすぎても面白いアンサンブル

にならない。いかに寄り添ってお互い

に引っ張り合いながら、良いバランス

に整えていくかを意識するようにして

います」（LEO）

　「西洋音楽と邦楽だからといって、別のものをミックスしていると

は考えていません。ヨーロッパと日本、言葉は違っても、音楽の言

語は共通ですから。LEOさんの奏でる音楽に寄り添ったり、反対

に私がリードしたりと、自然に音楽を感じ、演奏するだけです」（ア

ウアー）

　それぞれの楽器の魅力を活かしつつ、音楽という共通言語で対

話する２人。6月の演奏会では、箏の名曲、宮城道雄『春の海』を

はじめ、バッハから坂本龍一まで、多彩な曲を聴かせてくれます。

プログラムへの思いをLEOさんが語ってくださいました。

　「『春の海』は、原曲は箏と尺八による曲ですが、言わずと知れた

名作です。バッハ、ヘンデル、八橋検校は、同じ17世紀に生きた

作曲家たち。国は違えど、同時代を通じてこその親和性や共通点

が見えてくるのではと思います。他に現代の作曲家による作品も

多く取り上げますので、西洋と和の響きの融合だけでなく、時代

の対比を楽しんでいただけたら嬉しいです」。

　素敵なアーティストについては演奏以外のことも知りたいとこ

ろ。そこでLEOさんに最近はまっていることをうかがうと、「インテ

リアに興味を持つようになりました。加えて、陶芸や様々なアート

の展覧会によく出かけるようにもなっています。そこからこれまで

自分の中になかった新しい感覚が芽生え、作曲活動や演奏にお

いてよりインスピレーションを感じるようになりました」

　アウアーさんは親日家。好きな日本食をおうかがいすると、

「ラーメン、寿司、焼肉、卵かけご飯、納豆まで、味わい深い日本

食のすべてが大好きです。日本は私の第二の故郷です！」

　LEOとアウアー、箏×フルートの唯一無二のデュオをどうぞお楽

しみに！

西洋と和の響きの融合

そして時代の対比を楽しんで
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LEO×ワルター・アウアー　デュオ・リサイタル

2025年6月28日（土）  14:00開演  大ホール

全席指定　一般  4,000円　U25席 2,000円

　　　　　　　こがねいメンバーズ一般 3,600円

【出 演】 LEO（筝）、ワルター・アウアー（フルート）

【演奏曲】 J.S.バッハ＝グノー：アヴェ・マリア／宮城道雄：春の海
　　　　　　 吉松隆：双魚譜／坂本龍一：Andata(アンダータ)　ほか 予定

音楽は共通の言語

寄り添い、引っ張り、バランスよく


